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熊本地震の被災地に派遣されていた大阪府

の災害派遣精神医療チーム CDPAT)がこ 大
のほど、今後、同チームに参加する可能性の m:; 
高い府内各地の保健所職員、医師、看護師、 竺
保健師、心理士らを対象に、大阪市住吉区に 川す

ある府「こころの健康総合センターJ内で「大

毘罰柔rr日月

D
P
A
Tは
、
東
日
本
大
震

災
時
に
全
国
か
ら
急
ご
し
ら
え

で
派
遣
さ
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
チ
l
ム
」
が
直
面
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
教
訓
に
、
都
道

府
県
や
政
令
市
ご
と
に
創
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
組
織
で
、
普

段
か
ら
準
備
を
重
ね
、
災
害
時

に
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
当
た

る
専
門
チ
1
ム
だ
。
具
体
的
に

は
、
①
災
害
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
現
地
の
精
神
医
療
機
関
の

サ
ポ
ー
ト
②
被
災
住
民
の
ス
ト

レ
ス
や
精
神
的
症
状
へ
の
対
応

た
チ
l
ム
は
、
精
神
科
医
師
、

看
護
師
、
業
務
調
整
員
(
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
H
連
絡
調
整
や

車
の
運
転
な
ど
後
方
支
援
全
般

を
担
当
)
の
3
人
体
制
で
構
成
。

発
災
翌
々
日
の
日
日
に
大
阪
を

発
っ
た
先
発
隊
、
発
災
後
6
日

H

熊
本
μ

で
の
活
動
も
と
に
研
修
会

D
P
A
Tに
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
ら

〆

・¥一
と
意
見
交
換
す
る
石
川
氏
(
右
か
ら

h
2人
目
)
と
藤
村
府
議
(
右
端
)

③
地
元
被
災
地
域
の
支
援
者

(
医
療
従
事
者
、
救
急
隊
員
、

行
政
職
員
、
保
健
職
員
等
)
へ

の
支
援
ー
ー
な
ど
を
行
う
。

府
の

D
P
A
T
に
と
っ
て

は、

4
月
に
起
き
た
熊
本
地
震

が
初
め
て
の
出
動
に
。
今
回
、

大
阪
府
か
ら
熊
本
に
派
遣
さ
れ

11公明府議が創設を推進|

自
に
現
地
に
入
っ
た
第
2
班
が

そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
展
開
し
た
。

研
修
で
は
、
第
2
班
に
参
加

し
た
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ

ン
タ
ー
の
精
神
保
健
指
定
医
の

本
屋
敷
美
奈
さ
ん
ぺ
同
セ
ン
タ

ー
地
域
支
援
課
の
岡
信
浩
主
査

ら
が
講
義
。
被
災
し
た
熊
本
県

内
の
精
神
医
療
機
関
の
患
者

を
、
宮
崎
県
内
の
複
数
の
病
院

ヘ
転
院
さ
せ
た
活
動
に
つ
い

て
、
詳
細
に
わ
た
っ
て
報
告
し

塁塁常義!と帰阪したチームが講義

石
川
氏
が
関
係
者
と
懇
談

府
内
の
医
師
、
看
護
師
、
保
健
師

ら
を
対
象
に
行
わ
れ
た
研
修

た
。
本
屋
敷
医
師
は
、
活
動
の

中
で
気
付
い
た
こ
と
と
し
て
、

①
指
揮
命
令
系
統
の
乱
れ
に
対

し
て
は
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

が
必
要
②
伝
言
ゆ
え
の
情
報
の

間
違
い
に
注
意
③
緊
急
事
態
を

除
い
て
現
場
の
意
向
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
④
ア
ク
シ
ョ
ン

の
前
に
必
要
な
備
品
を
確
認
す

る
こ
と
ー
ー
な
ど
を
指
摘
。
業

務
調
整
員
と
し
て
参
加
し
た
岡

主
査
は
、
「
情
報
を
共
有
す
る

時
系
列
活
動
記
録
が
大
切
」
「
個

人
情
報
は
持
ち
帰
ら
ず
、
し
っ

か
り
と
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重

要
」
な
ど
と
述
べ
た
。
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かパでる A制国
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j海が訓点の構派
!道限練が本築遺
;ゃらに裏格でを
j近れ参尽的き要
i畿て加になな請
iないでし研いし
iどるきか修かて
j方。るなが同い
i面何メいで D く

jしる省か府「 上てご
jてかとしで今こがもと
露いに、ても回れつらに
2くつどい国のにたい研
~ L_いうきで D 対。た修
jとていたも P し いで
露応異ういし A .、 」き
Eじ体対。つ T 石 なる
Zた的応厚かの川 どよ
~ 0 にが生り経氏 のう
? 調で労と験ら 声に
j 整き働生をは がし

終
了
後
の
意
見
交
換
で
石
川

氏
は
、
現
地
で
の
活
動
を
通
じ

て
の
課
題
を
尋
ね
た
。
関
係
者

か
ら
は
、
「
病
院
の
被
災
状
況

を
見
極
め
、
ど
れ
く
ら
い
の
規

模
の
精
神
医
療
チ
1
ム
が
必
要

か
な
ど
を
迅
速
に
判
断
し
て
、
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